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㸯㹇㸮㸯 

 ࡳジネスࣔデルのኚ化から見た日⡿Ḣ㡑業のᅜ㝿➇தຊ分析のヨࣅ

 
 

 బஂ間ၨ、㜿部ோ志、ኴ田一郎ۑ

 㸦 क科学ᢏ⾡と⤒῭の会 ） 

 

 
Ϩ㸬⥴ゝ 

日本の〇造業᭷志の交流ᅋయであるक科学ᢏ

⾡と⤒῭の会㸦௨ୗ JATES）では、会ဨ業にと

って最大の関心事である日本業のᅜ㝿➇தຊ

ᙉ化について、ここᩘ年来㆟論を続けている。 

1990 年代から 2000 年代ึ㢌にけてのୡ⏺の

ᨻ・社会・⤒῭・⏘業・ᢏ⾡などあらゆる㠃で

の大きなኚ化の中で、日本業の多くが❧ࡕ 生

しているように見える。 

 ここでは、上㏙の様な㏆年の社会・ᢏ⾡の࣓͆

トレンド͇を⫼景にして、ᅜ内外業の⤒Ⴀᡓ࢞

␎・事業ᡓ␎がどのようにኚ化して来たか・ኚ化

しつつあるかについて、ྛ業の͆ࣅジネスࣔデ

ルのኚ化͇から㏣ってࡳることをヨࡳたので報告

する。 

 

ϩ㸬JATESࣅジネスࣔデルとࣅジネスࣔデルࣇ 

レー࣒ワーク㸦BMF） 

や͆ࣅジネスࣔデル͇というゝい方は、ᢏ⾡

⤒Ⴀ論上だけではなく、一⯡の日ᖖ社会でもᗈ

く・Ẽ軽にࢃれている。その意するところは、

「㸦新しい）ࣅジネスのやり方」⛬のことである。

一⯡には、業を⤒Ⴀしていくにᙜたっての、特

ᚩ的な⤒Ⴀ方㔪や事業ᡓ␎などを͆ࣅジネスࣔデ

ル͇と⛠しているが、ཝᐦには様々な㆟論・定⩏

がある。 

 JATES では、2002年ᮎから「ᢏ⾡者・研究者の

ためのࣅジネスࣔデルタ計論」に関するᑓ門ጤဨ

会を❧ࡕ上ࡆ、主に業のᢏ⾡者・研究者向けに 

͆新つ事業❧手法㸦ࣅジネスࣔデルタ計手法）͇

を㛤発してきた㸯）㸰）。 

 JATES のࣅジネスࣔデルは、まずタ計しようと

しているࣅジネス対象の࣐クロ環境のᢕᥱ・分析

㸦⏘業バリࣗーチ࢙ーン分析、㹎㹃㹑㹒分析）、

ḟに࣑クロ環境のᢕᥱ・分析㸦࣏ーターの㸳つの

ຊ分析）を行い、それを基にࢼࢩリ࢜プランࢽン

グを行う。この新つࣅジネスの内容を一ᯛのࣅジ

ネスࣔデルࣇレー࣒ワークとして⾲現したもの

が͆ࣅジネスࣔデル͇になる。 

このࣅジネスࣔデル㸦ࣇレー࣒ワーク）は、 

1.ㄡにᥦ౪するか㸦㢳ᐈ・ᕷ場）、 

2.どの様な価್をᥦ౪するか㸦ᥦ౪価್）、 

3.ᚲ要な⤒Ⴀ資源をどのように調㐩しᥦ౪する

か㸦調㐩・ᥦ౪方法）、 

4.ᥦ౪した価್に対してどのような┈のᣲࡆ

方で対価を得るか㸦┈ࣔデル）、 

5.どの様に持続性㺃⥅続性㺃ᡂ㛗性をᐇ現するか, 
というつの課題に対するࣅジネスのタ計ᛮ

を⾲現したものとなっている。 
࣋ジネスࣔデルは、ಶ別ᢏ⾡・〇ရ㛤発のレࣅ

ルから新事業造、業の⤒Ⴀᡓ␎レ࣋ルまで

様々な㝵ᒙでసᡂすることができる。本報告では、

ྲྀり上ࡆたྛ業の事業活動の⤒⦋を調1990、

年代㏆辺のࣅジネスࣔデルと 2000 年代௨㝆・最

㏆のࣅジネスࣔデルを一ᯛのࣅジネスࣔデルࣇ

レー࣒ワークにまとめた。過ཤと現ᅾのࣅジネス

ࣔデルのẚ㍑、また業同ኈ・日本とᾏ外業同

ኈのẚ㍑等から、それぞれの業の᥇って来たᡓ

␎やその結果の㐪いを分析しᢕᥱした。 

ᅗ 1に、ᅇ用いたࣅジネスࣔデルࣇレー࣒ワ

ークを♧す。過ཤと現ᅾのࣅジネスࣔデルをᶓに

つなࡆて⾲♧し、容᫆にẚ㍑できるようにした。 

ᅗ１ JATES 䝡ジネスモ䝕ルフレー䝮ワーク 

 

Ϫ㸬社会・ᢏ⾡の࣓࢞トレンド 

21ୡ⣖ึ㢌における社会ኚ化・ᢏ⾡ኚ化をかつ

てのジࣙン・ネイࣅッࢶ㸦「࣓࢞トレンド」୕➟

書ᡣ 1983 年刊）流にᩚ理すると、えࡤ大きく

௨ୗの 10項目にまとめることができる。 

㸦㸯）ᕷ場のグローバル化の㐍展 

㸦㸰）ICTᢏ⾡の発展と情報化社会の῝化 

㸦㸱）新⯆ᅜໃຊのྎ㢌とアジアࣇࢩト 

㸦㸲）金⼥⤒῭のᕧ大化 

㸦㸳）ୡ⏺のேཱྀ増㸦日本はேཱྀ減・高㱋化）と 

㟼 的

䝡ジネ

ス モ

䝕ル 

ᇶᮏᆺ(1) 䕿䕿の䛣れまでの

BM 

䕿䕿の䛣れからの BM 

大㡯┠ ୰㡯┠     

(1)ㄡに、ఱを䛹

のようにᥦ౪䛩

るか 

㢳ᐈ・ᕷ場 

 

    

(2)䛹のように

┈をあ䛢るか 

ᥦ౪価値     

ᥦ౪᪉ἲ     

┈モ䝕ル     

ື 的

䝡ジネ

ス モ

䝕ル 

(3)䛹のように持

⥆性・⥅⥆性、

成長性を実現䛩

るか 

⤒Ⴀయไ 

⤒Ⴀᡓ␎ 
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㒔ᕷのேཱྀ流ධ㸦2009年 50%㉸） 

㸦㸴）༡ၥ題、文明の⾪✺の時代 

㸦㸵）ᆅ⌫環境ၥ題㸦CO2出ၥ題等） 

㸦㸶）エネルギー足・資源ᯤῬၥ題 

㸦㸷）Ỉ資源・㣗⣊の足ၥ題 

㸦10）ᗣ・་⒪ၥ題 

このような社会・ᢏ⾡の࣓࢞トレンドのୗ、業

の⤒Ⴀᡓ␎・事業ᡓ␎にどのようなኚ化が見られ

るのか、日⡿Ḣ㡑 16 社の業活動の⤒⦋をࣅジ

ネスࣔデルࣇレー࣒ワークのኚ化から調た。 

 

ϫ㸬ྲྀり上ࡆた日⡿Ḣ㡑業 

 ᅇࣅネスࣔデルኚ化の調査対象とした業

は、日本業 11 社㸦日⏘、パࢽࢯࢼック、日本

㟁⏘、⯪井、ࢽࢯー、川ᓮ重工、日、キャノン、

ᾏ外、（࣒リ、ロー࣓ࣔࢲーࣆクロ、エルࢽࣘ

業 5社㸦P&G、GE、IBM、ࢩー࣓ンス、࣒ࢧスン）

である。ᾏ外業 5 社およࡧ日本業の多くは、

JATES 会ဨ業がその⤒Ⴀ手法に⯆を持ࡕ、調

査してࡳたい会社としてᣲࡆたところであり、他

に JATESの研究会等で自社の R&D活動を⤂いた

だいた業をྵࡴ。ᅗ 2は౽ᐅ的に㸵つのႠ業タ

イプ別に分㢮した 16 社の一ぴである。 

Ⴀᴗの䡼䡮䢈䢛 ᴗ名 ᴗ✀・主せ〇ရ 䡹䢗䡬䠋䢈䡣䡬䡹䢀 ᑗ᮶
1.大㔞生⏘・大㔞㈍ ᪥⏘自ື㌴ 自ື㌴ 䡹䢗䡬䡿䡫䡴 䢆䢚䡬䡽䡨䢕（䡮䢙䡼䡬䢄䡫䢀）㈍

䝟䝘䝋ニ䝑ク 䝕ジ䜹メ、家㟁 䢈䡣䡬䡹䢀䡿䡫䡴 ㏻㈍、䡮䢙䡼䡬䢄䡫䢀㈍
᪥ᮏ㟁⏘ ᑠᆺモー䝍ー 䢈䡣䡬䡹䢀䡿䡫䡴
⯪㟁ᶵ 家㟁 䢈䡣䡬䡹䢀䡿䡫䡴
P&G 家庭⏝ရ 䢈䡣䡬䡹䢀䡿䡫䡴
䝋ニー 㻭㼂ᶵჾ、家㟁 䢈䡣䡬䡹䢀䡿䡫䡴
ᕝᓮ㔜ᕤᴗ 㔜ᶵᲔ、㍺㏦ᶵჾ 䡹䢗䡬䡿䡫䡴
᪥ エンジニ䜰䝸ン䜾 䡹䢗䡬䡿䡫䡴
GE ᴗ㒊㛛により␗なる （㒊㛛）䡹䢗䡬䡿䡫䡴
シーメンス ᴗ㒊㛛により␗なる （㒊㛛）䡹䢗䡬䡿䡫䡴
䜻䝱䝜ン ົᶵჾ・䜹メラ

ᴗ㒊㛛により␗なる
䢈䡣䡬䡹䢀䡿䡫䡴 ⊂❧⣔㈍ネ䝑ト䢘䡬䡴（䢎䡬䡲䡬

に౫Ꮡせ䛪に⊂❧ᆺ）
IBM ົᶵ、コン䝢ュー䝍 䢈䡣䡬䡹䢀䡿䡫䡴

6.SPA 䝴ニク䝻 ⾰ᩱရ 䢈䡣䡬䡹䢀䡿䡫䡴 䢆䢚䡬䡽䡨䢕・䢔䡭䢕䡼䡮䢍ᆺ㈍
エル䝢ー䝎 DRAM 䢈䡣䡬䡹䢀䡿䡫䡴
䝻ー䝮 䜹ス䝍䝮㻸㻿㻵・㟁子㒊ရ 䢈䡣䡬䡹䢀䡿䡫䡴 ᢏ⾡✀ูの㈍モ䝕ル
䝃䝮スン 㻰㻾㻭㻹・家㟁・モバイル

ᶵჾ
ᴗ㒊㛛により␗なる

䢈䡣䡬䡹䢀䡿䡫䡴

ᅗ2　ᴗែู（Ⴀᴗ䝍イプู）ᴗ୍ぴ

5.ົᶵ㈍モ䝕ル

7.༙ᑟయ㈍モ䝕ル

4.ཷὀ生⏘䡡㈍䡡
䝃ー䝡スモ䝕ル

2.自ᕫ㈍ネ䝑トワー
クモ䝕ル
3.㔞㈍ᗑ㈍モ䝕ル

Ϭ㸬事 

ここᩘ十年から十ᩘ年にரるྛ業の事業・⤒

Ⴀ活動の動向・ኚ化について、インターネット᳨

⣴や書⡠・㞧誌・新聞情報等によって調た。 
それらを基に、それぞれの業が、どの様な㢳

ᐈ・ᕷ場に、どの様な価್㸦ၟရ）をᥦ౪し、ど

の様に┈をᣲࡆ、そしてどの様に事業をᅇそう

㸦⤒Ⴀయไ・⤒Ⴀᡓ␎）として来たか・している

かについて、十ᩘ年๓の状ἣと最㏆の状ἣを一ᯛ

のࣅジネスࣔデルࣇレー࣒ワークにまとめた。日

本業の事として、ᑠᆺࣔータの分㔝でࣘࢽー

クな⤒Ⴀを続ける日本㟁⏘、ᾏ外業として 1837
年❧のୡ⏺的ᐙᗞ用ရ࣓ーカーP&G、のࣅジネ

スࣔデルࣇレー࣒ワークを♧す㸦ᅗ 3、ᅗ 4）。 

ᅗ3 ᪥ᮏ㟁⏘の䝡ジネスモ䝕ル

㟼的䝡ジ
ネスモ䝕
ル

ᇶᮏᆺ(1) ᪥ᮏ㟁⏘の䛣れまでの

BM
᪥ᮏ㟁⏘の䛣れからのBM

大㡯┠ ୰㡯┠

(1)ㄡに、ఱを䛹の
ようにᥦ౪䛩るか

㢳ᐈ・ᕷ場 ᑠᆺモー䝍ーᕷ場 ・新ᕷ場・新㢳ᐈЍ䐟IT・情報家㟁
分㔝にブラシレスDCモー䝍ーᕷ場を
ᣑ大、䐠୍⯡家㟁・䜸フ䜱スᶵჾ分㔝
でのྠ⨨き換え㟂せ、䐡自ື㌴分㔝
にお䛡る新たなモー䝍ー㟂せ㛤ᣅ

(2)䛹のように┈
をあ䛢るか

ᥦ౪価値 ᑠᆺ・㧗性⬟モー䝍ー ・新ᢏ⾡・新〇ရ（⪏ஂ性・㟼㡢性・
ไᚚ性・エネルギー効率にඃれるブ
ラシレスDCモー䝍ーにὀ力、ୡ⏺
ึ・ୡ⏺᭱ᑠの〇ရをᥦ౪）
・レ䜰䜰ースをわないḟୡ௦モー
䝍ーのR&D

ᥦ౪᪉ἲ

┈モ䝕ル ᑓ㛛化利┈、〇ရ䝢ラミ䝑
ド利┈

ᑓ㛛化利┈、新〇ရ利┈（ブラシレ
スDCモー䝍ー）、〇ရ䝢ラミ䝑ド利┈、
┦ᑐ的ᕷ場シ䜵䜰利┈

ື的䝡ジ
ネスモ䝕
ル

(3)䛹のように持⥆
性・⥅⥆性、成長性
を実現䛩るか

⤒Ⴀయไ
⤒Ⴀᡓ␎

M&Aᡓ␎（䛣れまでに32
社資ᮏཧຍ、モー䝍ーの
࿘㎶ᢏ⾡を྾・強化）、

・自ᚊ成長、M&Aᡓ␎（ᾏእᒎ㛤）
・䇾ス䝸ー新䇿活ືの᥎㐍

㟼的䝡ジネ
スモ䝕ル

ᇶᮏᆺ(1) P&Gの䛣れまでのBM P&Gの䛣れからのBM

大㡯┠ ୰㡯┠

(1)ㄡに、ఱを
䛹のようにᥦ
౪䛩るか

㢳ᐈ・ᕷ場 全ୡ⏺180䜹ᅜのコモ䝕䜱テ䜱ᾘ㈝⪅ᕷ場

(2)䛹のように
┈をあ䛢る
か

ᥦ౪価値 ・コスト䜰䝑プなしで環境にやさしいブランド
ရを㛤Ⓨ䡡ᥦ౪

ᥦ౪᪉ἲ ᪥ ᮏ で は 流 ㏻ 䡸 䡹 䡿 䢍 を  ⦅
䊻㻱㼒㼒㼕㼏㼕㼑㼚㼠 㻯㼛㼚㼟㼡㼙㼑㼞 㻾㼑㼟㼜㼛㼚㼟㼑
（ECR）をᑟ入

┈モ䝕ル ブランド利┈（長いṔྐの୰で、新
〇ရ㛤Ⓨ・㈙によりከくのブランド
を持つ）
新〇ရ利┈（▼㮯、᳜物性䡸䡪䡬䢀䢂䢙
䡴䢚、フ䝑⣲入りṑ☻き、いᤞてお
むつ等）
ᑓ㛛ရ利┈（ྠ上）

・ブランド利┈（10൨ドルを㉺えるブランド
が22個）
・新〇ရ利┈䠙㏆ᖺ「㻯㼛㼚㼚㼑㼏㼠㻌㻒㻌㻰㼑㼢㼑㼘㼛㼜」
の᪉㔪の下、እ㒊䝸䝋ースを✚ᴟ的に活
⏝し新ၟရを㛤Ⓨ䊻㻾㻒㻰ᢞ資の๐ῶ・効
率化

ື的䝡ジネ
スモ䝕ル

(3)䛹のように
持⥆性・⥅⥆
性、成長性を
実現䛩るか

⤒Ⴀయไ
⤒Ⴀᡓ␎

・長ᖺにரり「ᾘ㈝㈈ブランド」☜❧
・≉に1980ᖺ௦に有名ブランドをྵ
むᾘ㈝㈈メー䜹ーのM&A
（㻹㻭㼄㻲㻭㻯㼀㻻㻾㻘㻌㻳㼕㼘㼘㼑㼠㼠㼑な䛹）で
ᴗをᣑ大
・マーケテ䜱ン䜾分㔝で人ᮦを㍮出
䊻㻳㻱のJ.イメルト会長、MSのS.バ
ルマーCEO、䝪ーイン䜾のJ.マク
䝘ーニCEOな䛹

・䝎イバーシテ䜱（⤒Ⴀ┠ᶆの୍つに入れ
ている）
・環境負Ⲵ低ῶရの㛤Ⓨ・ᥦ౪
・䝃ステイ䝘ブルᡓ␎䠙社会的プ䝻䜾ラ䝮
「㻸㼕㼢㼑㻘㻌㻸㼑㼍㼞㼚㻌㼍㼚㼐㻌㼀㼔㼞㼕㼢㼑㻔生きる、Ꮫ䜆、⩚
ばたく)」で社会貢献䊻社会的なフ䜱ラン䝋
䝻䝢ーを㏻じてブランドイメージのྥ上をᅗ
る
・PVP（㻼㼡㼞㼜㼛㼟㼑㻘㻌㼂㼍㼘㼡㼑㻘㻌㻼㼞㼕㼚㼏㼕㼜㼘㼑㼟）を⤒Ⴀ
⌮ᛕに、M&Aした組織の融和をᅗる

ᅗ4 P&Gの䝡ジネスモ䝕ル

ᅗ 5 は、まだ 30 年に‶たない社Ṕながら新ᢏ⾡

で新ᕷ場を㛤ᣅしᛴᡂ㛗を㐙ࡆているࣘࢽクロ

のࣅジネスࣔデルࣇレー࣒ワークである。ࣘࢽク

ロは、さらにこの 10 年の間にも大きくࣅジネス

ࣔデルを㌿させていることが分かる。 

㟼的䝡ジ
ネスモ䝕
ル

ᇶᮏᆺ(1) 䝴ニク䝻の䛣れまでの
BM（䡚2003ᖺ）

䝴ニク䝻の䛣れからのBM

大㡯┠ ୰㡯┠
(1)ㄡに、ఱ
を 䛹 の よう
にᥦ౪䛩る
か

㢳ᐈ・ᕷ場 ・䜹ジュ䜰ルᕷ場 ・ஙᗂඣ、子౪、ⱝ⪅、成人、シニ䜰まで
・㝵ᒙを問わない䜾䝻ーバルᕷ場

(2)䛹のよう
に┈をあ
䛢るか

ᥦ౪価値 ・フ䜯ーストフ䜯䝑ション
（⣲᪩くᥦ౪）
・定␒ၟရ（フ䝸ース、䝕
ニ䝮䝟ン䝒、チ䝜䝟ン䝒
な䛹）少ရ✀を低価᱁・
大㔞㈍
・「いかなる⌮由でも㏉
ရ⮴しま䛩」の䝫䝸シー
で信㢗を⋓得

・ከရ✀・少㔞生⏘䜈のシフト（2004ᖺ㡭）
・「ベーシ䝑クၟရ」（㢳ᐈに共㏻の㟂せ）
䊻䜾䝻ーバル・ワンၟရ

・値㡭感（価᱁の割に良ရ㉁）
・「GAP」、「ZARA」な䛹と➇合できる䜾䝻ーバルブラン
ド（の☜❧）

ᥦ౪᪉ἲ SPA （ 〇㐀 ᑠ  ᴗ ）
（1997ᖺ㡭䡚）

・2006ᖺ㡭からネ䝑ト㈍に力点（㼑マーケテ䜱ン䜾）
・୍᪉、ୡ⏺に䜾䝻ーバルⰄᗑをᒎ㛤（ニュー䝶ーク、
䝻ンドン、䝟䝸、上ᾏ、䡡䡡䡡㖟ᗙな䛹、2012ᖺ4᭶現ᅾ9
ᗑ⯒）

 ┈ モ 䝕
ル

低コスト䡡䝡ジネス䡡䝕䝄
イン利┈、
ブ䝻䝑クバス䝍ー利┈（フ
䝸ース）

䝕ジ䝍ル利┈（ネ䝑ト㈍）、
新〇ရ利┈（䝠ートテ䝑ク、シル䜻ードライな䛹ᶵ⬟性
〇ရをḟ䚻に㛤Ⓨ）、ブランド利┈（䛭れ䛮れの≉ᚩあ
る〇ရ⩌をブランド化）

ື的䝡ジ
ネスモ䝕
ル

(3)䛹のよう
に持⥆性・
⥅⥆性、成
長性を実現
䛩るか

⤒Ⴀయไ
⤒Ⴀᡓ␎

ᴗ⌮ᛕ「᭹をኚえ、常
識をኚえ、ୡ⏺をኚえて
いく」
・低価᱁・大㔞㈍ᡓ␎

・GAPのようなୡ⏺的な⾰ᩱရᴗを┠ᣦしᾏእᒎ㛤
およびM&Aを⾜い䜾ループをᣑ大
・䝴ニク䝻大Ꮫ（䝸ー䝎ーの㣴成）や社ဨフランチ䝱イ䝈
ไ度で人ᮦ育成・活性化

ᅗ� 䝴ニク䝻の䝡ジネスモ䝕ル

 

ϭ㸬BMF のኚ化から見えるもの 
㸦i）スローテック・ࣇーストテック 

MIT のグループがグローバル⤒῭における

業➇தຊを分析した「グローバル業のᡂຌᡓ

␎」㸱）では、スローテック㸦slow technology）
か、ࣇーストテック㸦fast technology）かで

業のグループ分けを行っている。スローテックと
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は、基♏テクノロジーのኚ化が㐜い⏘業分㔝、

えࡤ、自動㌴、自動㌴部ရ、⧄⥔、⾰料などであ

り、ࣇーストテックとは、基♏テクノロジーの

㐍化が㏿い分㔝、えࡤエレクトロࢽクスやࣇࢯ

トウ࢙ア㺃㺃㺃㺃がヱᙜする㸦同書 p.52~）。これは

ྀྲ。イテク・ローテクとは関ಀないࣁ り上ࡆた 16
社をその事業内容に↷らして分㢮してࡳると、日

⏘、川ᓮ重工、日。ࢩー࣓ンス、GE はスロー

テックに、その他はࣇーストテックに相ᙜする

と考えられる。これはᗘႠ業タイプ 7 種の内、

㸦㸯）大㔞生⏘・大㔞㈍ࣔデルと、㸦㸲）受ὀ

生⏘・㈍・ࢧーࣅスࣔデルは、スローテックに、

その他はࣇーストテックに分㢮できることに

なる㸦ᅗ 2）。スローテック・ࣇーストテックの

分㢮は、⸨本㝯宏ᮾ大ᩍᤵの〇ရアーキテクチャ

論」㸲）でいう䬙合ࢃせᆺ・ࣔジࣗラーᆺの分㢮に

相ᙜすると考えられる㸦ᅗ 6）。 
スローテックの業は㛗年✚ࡳ上ࡆたᢏ⾡

✚によって、グローバルᕷ場においても新つ

参ධ業、新⯆ᅜ業に対してඃなᆅを保

てていると考えられる。一方ࣇーストテック

の分㔝では、ᢏ⾡㛤発➇தが⃭しく、ࣅジネス

のኚ化もᛴである。これらの分㔝でඃを保っ

ていくために、ྛ業はそれぞれ⊂自の工夫を

จらしているはずである。 

䜸ープン・
ᶆ‽㒊ရ

ク䝻ー䝈ド
・ᑓ⏝㒊ရ

モジュラーᆺ
・䝕ジ䝍ル

ๅ合わせᆺ
・䜰䝘䝻䜾

フ䜯ーストテ䝑ク

ス䝻ーテ䝑ク

)DVW 7HFKQolog\

6loZ 7HFKQolog\

�2�自ᕫ㈍ネ䝑トワーク
�3�㔞㈍ᗑ㈍モ䝕ル
�5�ົᶵჾ㈍モ䝕ル
���63$
�7�༙ᑟయ㈍モ䝕ル

�1�大㔞生大㔞㈍モ䝕ル
���ཷὀ生⏘・㈍モ䝕ル

吁
呎
吮
呉
≉
性

㒊ရ間≉性

 
ᅗ 6 ス䝻ーテ䝑ク䡡フ䜯ーストテ䝑クと〇ရ䜰ー䜻テクチ䝱ㄽ 

 

㸦ii）⏘業㺃事業構造の㌿ 

BMF にはྛ社の過ཤと現ᅾの業活動につい

ての、ඛどの 5 項目のࣅジネスタ計ᛮがグ㏙

されており、これらを抽出して様々なᒁ㠃につい

てẚ㍑᳨ウすることができる。 
一として、ྛ業が͆時代・社会・ᢏ⾡の࣓

ト࣐の事業ᣑ大ࣇࢰトレンド͇に対ᛂしてアン࢞

リックス㸦ᅗ 7）のどの方向に⏘業構造の㌿を

ᅗっているかを抽出・ẚ㍑したケースを♧す。「新

ᕷ場㺃新⏘業出」が、日本業㸦ᅗ 8）では、ࣘ

クロ、日本㟁⏘のࢽ 2 社に対して、ᾏ外業㸦ᅗ

9）では、P&G、GE、IBM、࣒ࢧスンの 4 社が

ヱᙜすると考えられる。日本業は、「他ᕷ場㺃他

⏘業展㛤」、「᪤Ꮡᕷ場のኚ化㺃㠉新」が多く、

大⫹なᡓ␎ኚ᭦は少ないことが分かる。 

新ᕷ場・新⏘ᴗの出

᪤Ꮡᕷ場・᪤Ꮡ⏘ᴗ

ᕷ場・⏘ᴗ䜈ᒎ㛤

᪤Ꮡᕷ場のኚ化・㠉新

・㕲㗰ᕷ場・⯪⯧ᕷ場等のኚ㑄（ᢏ⾡ኚ化䡡
㐍Ṍ、⏝㏵のኚ化、䡡䡡䡡）
・䡿䢚䡸䢚䡼䢕㠉（䡭䢁䢗䡴䢚〇ရĺ䡿䢚䡸䢚䡼䢕化）
・䢎䡮䢙䢈䢖䡬䢍ĺ䡴䢓䡯䢀䢚䡡䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡿䡤䢙䡴䢚

ᅗ� ⏘ᴗᵓ㐀の転換

・䡮䢙䡼䡬䢄䡫䢀䢇䢚䡸䢚䢄䡹（᳨⣴㐃ືᆺᗈ࿌ 
䡴䢚䡬䡴䢚䢕䡡䡭䢀䢚䢘䡬䡹、䢄䡫䢀䡱䡬䡴䡸䡪䢙、䡡䡡䡡）
・

・䢈䡤䢕䢍から་⸆ရ䜈（ᐩኈ䢈䡤䢕䢍）
・䡲䢎䢓からから㟢ගᶵ・䢈䢛䢔䢙䡼䜈（䡳䡨䢅䢙、䢂䡶䢙）

時௦のኚ化
社会のኚ化
ᢏ⾡のኚ化

ᕷ場・⏘ᴗ䜈ᒎ㛤 新ᕷ場・新⏘ᴗの出

᪤Ꮡᕷ場のኚ化・㠉新᪤Ꮡᕷ場・᪤Ꮡ⏘ᴗ

ᴗᣑ大マト䝸䝑クス

 

構造㌿の方向 業ྡ 代⾲的事・ᡓ␎

日本㟁⏘ ・レスDCࣔーターで新ᕷ場・新㢳ᐈ㛤ᣅ㸦IT、ᐙᗞࢩラࣈ

（ィス、自動㌴、㺃㺃㺃ࣇ࢜
日⏘ 新⯆ᅜ向けに50㌴「ࢲットࢧン」を㛤発Ћᅜ㝿調㐩の

᥎㐍、CMF㛤発手法᥇用

パࢽࢯࢼック ග学ᢏ⾡をテコに、デジカ࣓ᕷ場に向け高機能カ࣓ラを㛤
発Ѝ一⯡消費者高性能ࣈランドイ࣓ージを᳜えつけるຠ
果

ロー࣒ 新に中⳹ᅪᕷ場を㛤ᣅ、エコデバイス・ࣄトアࢩストデバ
イス㸦生活ᨭ）分㔝を㛤ᣅ
グローバルᕷ場の㐍出、
㠀EPC分㔝に事業ᣑ大ЍỈ㺃発㟁事業、工業用ゐ፹、IT/発
㟁事業、㺃㺃㺃
ࣅーࢧネジ࣓ント、IT࣐、ジネスのᣑ大Ѝ画ࣅスࣅーࢧ

ス、コンࢧルテーࣙࢩンなど
᪤にᾏ外上ẚ⋡が80%㉸

ィス機ჾ分㔝を㛤ᣅࣇ࢜ランドを生かしでࣈ
川ᓮ重工業 すての〇ရのエコ〇ရ化を᥎㐍
⯪井㟁機 OEMや業ᥦᦠ㸦㺩㺼㺖㺞㺎・㺗㺻㺑㺍㺢㺼、㺪㺆㺶㺍㺪㺽㺛など）を活発化

し、一ᒙの低価᱁㊰⥺を㏣ồ
ーࢽࢯ ア㸩ネットワークを連ᦠさせた࢙トウࣇࢯア㸩࢙ードウࣁ

ၟရ㛤発
エルࣆーࢲ 低コスト〇ရの㛤発、資本ᥦᦠによる࢙ࢩアᤂᅇ㸦⡿ᅜ

業࣐イクロンのചୗධり、2012年6᭶）

᪤ Ꮡ ᕷ 場 の ኚ
化・㠉新

ᅗ8　᪥ᮏᴗの⏘ᴗᵓ㐀転換の᪉ྥ

新 ᕷ 場 ・ 新 ⏘
業の出

クロࢽࣘ ್㡭感のある࣋ーࢩックၟရ㸦グローバル・ワン）でୡ⏺
的⾰料ရ業を目指す

他 ᕷ 場 ・ 他 ⏘
業の展㛤

日

キャノン

ᅗ�ᾏ外業の⏘業構造㌿の方向ࠉ
構造㌿の方向 業ྡ 代⾲的事・ᡓ␎

P&G M&Aやᥦᦠを㥑して、ḟ々とコࣔディティᕷ場の新〇ရ

を㛤発Ѝその多くを10൨ドルࣈランドに⫱てる

IBM コンࣗࣆータࣁード主యの事業からୡ⏺にඛ㥑けてࢧーࣅ
ス・コンࢧルティング事業㸦⥲合ࢯリࣗーࣙࢩンのᥦ౪）
を㛤ᣅ

GE リバース㺃イノ࣋ーࣙࢩン㸦新⯆ᅜで㛤発Ѝඛ㐍ᅜに展
㛤）手法を㛤発し新ᕷ場を㛤ᣅ

スン࣒ࢧ BRICS㹵をྵࡴ新⯆ᅜᕷ場㛤ᣅЍ〇ရ㛤発から現ᆅ化し現

ᆅࢽーࢬをᢕᥱ
他 ᕷ 場 ・ 他 ⏘
業の展㛤
᪤ Ꮡ ᕷ 場 の ኚ
化・㠉新

ー࣓ンスࢩ 100年を㉺えるୡ⏺に㊬る事業㐠Ⴀの中で、事業それぞれ

の特ᚩ・⤒⦋に合ࢃせ、生⏘・⤒Ⴀの現ᆅ化を㐍める

新 ᕷ 場 ・ 新 ⏘
業の出

㸦iii）リーࢲーࢩップの重要性 
ᅜ内外業の BMF のẚ㍑からᾋかࡧ上がって

来たのが、࣓࢞トレンドによって⏘業構造・事業

構造の㌿を㏕られた㝿に、そのኚ㠉をㄡがリー

ドしたかのၥ題である。 
ᅗ 10 に、ྛ業のձ⏘業・事業㌿の方向と、

ղその㝿のኚ㠉のリーࢲー、ճኚ㠉の特ᚩ・࣏イ

ントを一ぴにした。16 社の内 13 社について、容

᫆にኚ㠉のリーࢲーをᣲࡆることが出来た。特に

新ᕷ場・新⏘業出にヱᙜするᾏ外 4 社は、いず

れも 10 年௨上๓の᪩い時ᮇに༟㉺したリーࢲー

のୗにドラスティックなኚ㠉を⤒験している。
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は、基♏テクノロジーのኚ化が㐜い⏘業分㔝、

えࡤ、自動㌴、自動㌴部ရ、⧄⥔、⾰料などであ

り、ࣇーストテックとは、基♏テクノロジーの

㐍化が㏿い分㔝、えࡤエレクトロࢽクスやࣇࢯ

トウ࢙ア㺃㺃㺃㺃がヱᙜする㸦同書 p.52~）。これは

ྀྲ。イテク・ローテクとは関ಀないࣁ り上ࡆた 16
社をその事業内容に↷らして分㢮してࡳると、日

⏘、川ᓮ重工、日。ࢩー࣓ンス、GE はスロー

テックに、その他はࣇーストテックに相ᙜする

と考えられる。これはᗘႠ業タイプ 7 種の内、

㸦㸯）大㔞生⏘・大㔞㈍ࣔデルと、㸦㸲）受ὀ

生⏘・㈍・ࢧーࣅスࣔデルは、スローテックに、

その他はࣇーストテックに分㢮できることに

なる㸦ᅗ 2）。スローテック・ࣇーストテックの

分㢮は、⸨本㝯宏ᮾ大ᩍᤵの〇ရアーキテクチャ

論」㸲）でいう䬙合ࢃせᆺ・ࣔジࣗラーᆺの分㢮に

相ᙜすると考えられる㸦ᅗ 6）。 
スローテックの業は㛗年✚ࡳ上ࡆたᢏ⾡

✚によって、グローバルᕷ場においても新つ

参ධ業、新⯆ᅜ業に対してඃなᆅを保

てていると考えられる。一方ࣇーストテック

の分㔝では、ᢏ⾡㛤発➇தが⃭しく、ࣅジネス

のኚ化もᛴである。これらの分㔝でඃを保っ

ていくために、ྛ業はそれぞれ⊂自の工夫を

จらしているはずである。 

䜸ープン・
ᶆ‽㒊ရ

ク䝻ー䝈ド
・ᑓ⏝㒊ရ

モジュラーᆺ
・䝕ジ䝍ル

ๅ合わせᆺ
・䜰䝘䝻䜾

フ䜯ーストテ䝑ク

ス䝻ーテ䝑ク

)DVW 7HFKQolog\

6loZ 7HFKQolog\

�2�自ᕫ㈍ネ䝑トワーク
�3�㔞㈍ᗑ㈍モ䝕ル
�5�ົᶵჾ㈍モ䝕ル
���63$
�7�༙ᑟయ㈍モ䝕ル

�1�大㔞生大㔞㈍モ䝕ル
���ཷὀ生⏘・㈍モ䝕ル

吁
呎
吮
呉
≉
性

㒊ရ間≉性

 
ᅗ 6 ス䝻ーテ䝑ク䡡フ䜯ーストテ䝑クと〇ရ䜰ー䜻テクチ䝱ㄽ 

 

㸦ii）⏘業㺃事業構造の㌿ 

BMF にはྛ社の過ཤと現ᅾの業活動につい

ての、ඛどの 5 項目のࣅジネスタ計ᛮがグ㏙

されており、これらを抽出して様々なᒁ㠃につい

てẚ㍑᳨ウすることができる。 
一として、ྛ業が͆時代・社会・ᢏ⾡の࣓

ト࣐の事業ᣑ大ࣇࢰトレンド͇に対ᛂしてアン࢞

リックス㸦ᅗ 7）のどの方向に⏘業構造の㌿を

ᅗっているかを抽出・ẚ㍑したケースを♧す。「新

ᕷ場㺃新⏘業出」が、日本業㸦ᅗ 8）では、ࣘ

クロ、日本㟁⏘のࢽ 2 社に対して、ᾏ外業㸦ᅗ

9）では、P&G、GE、IBM、࣒ࢧスンの 4 社が

ヱᙜすると考えられる。日本業は、「他ᕷ場㺃他

⏘業展㛤」、「᪤Ꮡᕷ場のኚ化㺃㠉新」が多く、

大⫹なᡓ␎ኚ᭦は少ないことが分かる。 

新ᕷ場・新⏘ᴗの出

᪤Ꮡᕷ場・᪤Ꮡ⏘ᴗ

ᕷ場・⏘ᴗ䜈ᒎ㛤

᪤Ꮡᕷ場のኚ化・㠉新

・㕲㗰ᕷ場・⯪⯧ᕷ場等のኚ㑄（ᢏ⾡ኚ化䡡
㐍Ṍ、⏝㏵のኚ化、䡡䡡䡡）
・䡿䢚䡸䢚䡼䢕㠉（䡭䢁䢗䡴䢚〇ရĺ䡿䢚䡸䢚䡼䢕化）
・䢎䡮䢙䢈䢖䡬䢍ĺ䡴䢓䡯䢀䢚䡡䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡿䡤䢙䡴䢚

ᅗ� ⏘ᴗᵓ㐀の転換

・䡮䢙䡼䡬䢄䡫䢀䢇䢚䡸䢚䢄䡹（᳨⣴㐃ືᆺᗈ࿌ 
䡴䢚䡬䡴䢚䢕䡡䡭䢀䢚䢘䡬䡹、䢄䡫䢀䡱䡬䡴䡸䡪䢙、䡡䡡䡡）
・

・䢈䡤䢕䢍から་⸆ရ䜈（ᐩኈ䢈䡤䢕䢍）
・䡲䢎䢓からから㟢ගᶵ・䢈䢛䢔䢙䡼䜈（䡳䡨䢅䢙、䢂䡶䢙）

時௦のኚ化
社会のኚ化
ᢏ⾡のኚ化

ᕷ場・⏘ᴗ䜈ᒎ㛤 新ᕷ場・新⏘ᴗの出

᪤Ꮡᕷ場のኚ化・㠉新᪤Ꮡᕷ場・᪤Ꮡ⏘ᴗ

ᴗᣑ大マト䝸䝑クス

 

構造㌿の方向 業ྡ 代⾲的事・ᡓ␎

日本㟁⏘ ・レスDCࣔーターで新ᕷ場・新㢳ᐈ㛤ᣅ㸦IT、ᐙᗞࢩラࣈ

（ィス、自動㌴、㺃㺃㺃ࣇ࢜
日⏘ 新⯆ᅜ向けに50㌴「ࢲットࢧン」を㛤発Ћᅜ㝿調㐩の

᥎㐍、CMF㛤発手法᥇用

パࢽࢯࢼック ග学ᢏ⾡をテコに、デジカ࣓ᕷ場に向け高機能カ࣓ラを㛤
発Ѝ一⯡消費者高性能ࣈランドイ࣓ージを᳜えつけるຠ
果

ロー࣒ 新に中⳹ᅪᕷ場を㛤ᣅ、エコデバイス・ࣄトアࢩストデバ
イス㸦生活ᨭ）分㔝を㛤ᣅ
グローバルᕷ場の㐍出、
㠀EPC分㔝に事業ᣑ大ЍỈ㺃発㟁事業、工業用ゐ፹、IT/発
㟁事業、㺃㺃㺃
ࣅーࢧネジ࣓ント、IT࣐、ジネスのᣑ大Ѝ画ࣅスࣅーࢧ

ス、コンࢧルテーࣙࢩンなど
᪤にᾏ外上ẚ⋡が80%㉸

ィス機ჾ分㔝を㛤ᣅࣇ࢜ランドを生かしでࣈ
川ᓮ重工業 すての〇ရのエコ〇ရ化を᥎㐍
⯪井㟁機 OEMや業ᥦᦠ㸦㺩㺼㺖㺞㺎・㺗㺻㺑㺍㺢㺼、㺪㺆㺶㺍㺪㺽㺛など）を活発化

し、一ᒙの低価᱁㊰⥺を㏣ồ
ーࢽࢯ ア㸩ネットワークを連ᦠさせた࢙トウࣇࢯア㸩࢙ードウࣁ

ၟရ㛤発
エルࣆーࢲ 低コスト〇ရの㛤発、資本ᥦᦠによる࢙ࢩアᤂᅇ㸦⡿ᅜ

業࣐イクロンのചୗධり、2012年6᭶）

᪤ Ꮡ ᕷ 場 の ኚ
化・㠉新

ᅗ8　᪥ᮏᴗの⏘ᴗᵓ㐀転換の᪉ྥ

新 ᕷ 場 ・ 新 ⏘
業の出

クロࢽࣘ ್㡭感のある࣋ーࢩックၟရ㸦グローバル・ワン）でୡ⏺
的⾰料ရ業を目指す

他 ᕷ 場 ・ 他 ⏘
業の展㛤

日

キャノン

ᅗ�ᾏ外業の⏘業構造㌿の方向ࠉ
構造㌿の方向 業ྡ 代⾲的事・ᡓ␎

P&G M&Aやᥦᦠを㥑して、ḟ々とコࣔディティᕷ場の新〇ရ

を㛤発Ѝその多くを10൨ドルࣈランドに⫱てる

IBM コンࣗࣆータࣁード主యの事業からୡ⏺にඛ㥑けてࢧーࣅ
ス・コンࢧルティング事業㸦⥲合ࢯリࣗーࣙࢩンのᥦ౪）
を㛤ᣅ

GE リバース㺃イノ࣋ーࣙࢩン㸦新⯆ᅜで㛤発Ѝඛ㐍ᅜに展
㛤）手法を㛤発し新ᕷ場を㛤ᣅ

スン࣒ࢧ BRICS㹵をྵࡴ新⯆ᅜᕷ場㛤ᣅЍ〇ရ㛤発から現ᆅ化し現

ᆅࢽーࢬをᢕᥱ
他 ᕷ 場 ・ 他 ⏘
業の展㛤
᪤ Ꮡ ᕷ 場 の ኚ
化・㠉新

ー࣓ンスࢩ 100年を㉺えるୡ⏺に㊬る事業㐠Ⴀの中で、事業それぞれ

の特ᚩ・⤒⦋に合ࢃせ、生⏘・⤒Ⴀの現ᆅ化を㐍める

新 ᕷ 場 ・ 新 ⏘
業の出

㸦iii）リーࢲーࢩップの重要性 
ᅜ内外業の BMF のẚ㍑からᾋかࡧ上がって

来たのが、࣓࢞トレンドによって⏘業構造・事業

構造の㌿を㏕られた㝿に、そのኚ㠉をㄡがリー

ドしたかのၥ題である。 
ᅗ 10 に、ྛ業のձ⏘業・事業㌿の方向と、

ղその㝿のኚ㠉のリーࢲー、ճኚ㠉の特ᚩ・࣏イ

ントを一ぴにした。16 社の内 13 社について、容

᫆にኚ㠉のリーࢲーをᣲࡆることが出来た。特に

新ᕷ場・新⏘業出にヱᙜするᾏ外 4 社は、いず

れも 10 年௨上๓の᪩い時ᮇに༟㉺したリーࢲー

のୗにドラスティックなኚ㠉を⤒験している。

「༟㉺した業には、༟㉺したリーࢲーのᏑᅾが

ある」とゝえよう。対して日本業のኚ㠉はまだ

㏵上にあると見える。BMF でㄡがリーࢲーかを

ὀどすることがᚲ要かつ᭷ຠである。 

㌿の方向 業ྡ ኚ㠉のリーࢲー ኚ㠉の特ᚩ・࣏イント
クロࢽࣘ 柳井正CEO ୡ⏺のㄡでもがᚲ要とする࣋ーࢩックၟရ

を目指す
日本㟁⏘ ỌᏲ重ಙ会㛗 ேᮦ⫱ᡂ、ୡ⏺M&Aᡓ␎

P&G $��*��ラࣇリー Mkting、「社ဨの能ຊ」㛤発

J.ウ࢙ルチCEO、

J.イ࣓ルトCEO
L.࢞スࢼーCEO、

S.パルࢧ࣑ーノCEO
ᮤ⇊㸦イ・ࢦンࣄ）
会㛗

カリス࣐⤒Ⴀでエレクトロࢽクス〇ရ事業
のୡ⏺トップにᢲし上ࡆ

㸦業者・ᮤ⛃ႀの୕
スンGの2代目࣒ࢧ、⏨

会㛗）

1993年「ጔと子௨外はすてኚえよう」

をスロー࢞ンに新⤒Ⴀ方㔪をᥦၐ

日⏘ C.ࢦーンCEO 社内コࢽ࣑ࣗケーࣙࢩンᨵ㠉

パࢽࢯࢼッ
ク

中ᮧ㑥夫社㛗㸦2000-
2006年）

ᯇୗイ࣒ࢬのኚ㠉㸦2000年㹼）

「NEXT50」計画策定

「┿のグローバル化」の᥎㐍
日 － インࣇラᩚഛのࢧーࣅス

㑅ᢥと集中キャッࣇࣗࢩロー⤒Ⴀなど⤒Ⴀ
方法を㠉新
「⤊㌟㞠用のᐇຊ主⩏」⤒Ⴀ

川ᓮ重工業 － 低Ⅳ⣲・┬資源・┬エネ重どの〇ရ⩌のᥦ
౪

エルࣆーࢲ ᆏ本ᖾ雄社㛗 業連⧅の᥎㐍、ᢞ資資金調㐩
⯪井㟁機 ⯪ 井 ဴ Ⰻ  業 社 㛗

㸦 2008 年まで）Ѝᚋ

⥅・ᯘᮅ๎社㛗

大手ᑠとᥦᦠ、OEMなどを㥑して新

⯆ᅜ業と㔞⏘で負

ーࢽࢯ －㸦ᖹ井一夫社㛗ව
CEO 、2012年から）

HW㸩SW㸩Networkの連ᦠၟရ

ー࣓ンスࢩ － ୡ⏺4ᴟで現ᆅ主య⤒Ⴀ

᪤ Ꮡ ᕷ 場 の ኚ
化・ᨵ㠉

他ᕷ場・他⏘業
の展㛤

ロー࣒ బ⸨研一郎業社㛗
㸦2010年まで）Ѝἑᮧ

キャノン ᚚ手Ὑኈ夫社㛗㸦
業者一᪘、㸴代目社㛗
㸦1995年）、8代目の

新ᕷ場・新⏘業
出

GE No.1事業の᥎㐍

IBM の㌿ス事業ࣅーࢧ

スン࣒ࢧ

ᅗ�� ኚ㠉の䝸ー䝎ーはㄡか

(ϻ) ┈ࣔデルの㌿ 

ジネスࣔデル論の最大の࣓リットは、そのࣔࣅ

デルの͆┈の源Ἠ͇はఱかをᢕᥱすることにあ

る㸳）。ここでは、A. J. スライウࢶ࢛キーによる

23 の┈ࣔデル㸴）を用いて、ྛ社の過ཤと現ᅾ

の┈ࣔデルのኚ化を㏣った。ᅗ 11、12 に、BMF
から抽出したᅜ内外業の͆これからの┈ࣔデ

ル͇を♧す。 
ᅗ11  ᪥ᮏᴗにお䛡る┈モ䝕ルのኚ化の᪉ྥ
ᴗ名 䛣れからの┈モ䝕ル

᪥⏘ 〇ရ䝢ラミ䝑ド利┈、┦ᑐ的ᕷ場シ䜵䜰利┈、⤒㦂᭤⥺利┈、低コスト・䝡ジネス䝕䝄イン利┈（新⯆ᅜᕷ場ྥ䛡にᆅᇦู
ᵝの50㌴䇾䝎䝑ト䝃ン䇿を㛤Ⓨ）

ᕝᓮ㔜ᕤᴗ 㢳ᐈ㛤Ⓨ/㢳ᐈ䝋䝸ューション利┈（〇ရの環境ᑐᛂ・┬エネ・⬺CO2化）

䝋ニー 䝕ジ䝍ル利┈（䝝ード・䝋フト・ネ䝑トワークの䛭れ䛮れから利┈）、新〇ရ利┈、ブランド利┈

⯪㟁ᶵ ・OEMと自社ブランドの୧ยい
・┦ᑐ的ᕷ場シ䜵䜰利┈、低コスト・䝡ジネス䝕䝄イン利┈

᪥ ᑓ㛛化利┈（EPC+非EPCの」合䝡ジネスモ䝕ルに）、㢳ᐈ㛤Ⓨ・㢳ᐈ䝋䝸ューション利┈

᪥ᮏ㟁⏘ ᑓ㛛化利┈、新〇ရ利┈（ブラシレスDCモー䝍ー）、〇ရ䝢ラミ䝑ド利┈、┦ᑐ的ᕷ場シ䜵䜰利┈

䝻ー䝮 㢳ᐈ䝋䝸ューション利┈、価᱁䝫ジション利┈（システ䝮にお䛡る䜻ーᢏ⾡・䜻ー䝃ー䝡スでຍ価値㏣ồ）、新〇ရ利┈
（エコ䝕バイス(┬エネ)、䝠ト䜰シスト䝕バイス(生活ᨭ)）

䜻䝱䝜ン ・新〇ရ利┈（上㧗/新〇ရẚ率が64%以上）・ྠᕥ

䝴ニク䝻 䝕ジ䝍ル利┈（ネ䝑ト㈍）、新〇ရ利┈（䝠ートテ䝑ク、シル䜻ードライな䛹ᶵ⬟性〇ရをḟ䚻に㛤Ⓨ）、ブランド利┈（䛭れ
䛮れの≉ᚩある〇ရ⩌をブランド化）

䝟䝘䝋ニ䝑ク ブランドᡓ␎モ䝕ル、新〇ရ利┈

エル䝢ー䝎 Ỉ平分ᴗモ䝕ル（EMS、ጤク生⏘）、┦ᑐ的ᕷ場シ䜵䜰利┈、⤒㦂᭤⥺利┈、低コスト・䝡ジネス䝕䝄イン利┈

ᅗ12 ᾏእᴗにお䛡る┈モ䝕ルのኚ化の᪉ྥ
ᴗ名 䛣れからの┈モ䝕ル

P&G ・㢳ᐈ䝋䝸ューション利┈
・ブランド利┈（10൨ドルを㉺えるブランドが22個）
・新〇ရ利┈䠙㏆ᖺ「㻯㼛㼚㼚㼑㼏㼠㻌㻒㻌㻰㼑㼢㼑㼘㼛㼜」の᪉㔪の下、እ㒊䝸䝋ースを✚ᴟ的に活⏝し新ၟရを㛤Ⓨ䊻R&Dᢞ資の๐ῶ・
効率化

GE ・㢳ᐈ㛤Ⓨ/㢳ᐈ䝋䝸ューション利┈、
・䝸バースイ䝜ベーションによる低コスト䝡ジネス䝕䝄イン利┈

IBM ・㢳ᐈ㛤Ⓨ䠋㢳ᐈ䝋䝸ューション

シーメンス ・㢳ᐈ㛤Ⓨ/㢳ᐈ䝋䝸ューション利┈、
・ブランド利┈、
・ブランド利┈、

䝃䝮スン ・䝸バースエンジニ䜰䝸ン䜾により現ᆅ化〇ရ㛤Ⓨ䊻低コスト䝡ジネス䝕䝄イン利┈
・┦ᑐ的ᕷ場シ䜵䜰利┈、⤒㦂᭤⥺利┈

͆┈の源Ἠ の͇ᖖ㐨として、まず「新〇ရ┈」

と、㢳ᐈの౽ᐅをᅗる「㢳ᐈࢯリࣗーࣙࢩン┈」

がᣲࡆられる。さらに新⯆ᅜᕷ場を目指した GE
のリバースエンジࢽアリングに象ᚩされる「低コ

ストࣅジネスデザイン┈」、その㏫の安全・安

心をồめる「ࣈランド┈」、IT ᢏ⾡を⫼景とす

る「デジタル┈」の㸳つがこれからの┈ࣔデ

ルの代⾲的方向である。 

Ϯ㸬まとめ 
ジネスタ計の㆟論ࣅジネスࣔデルによる新つࣅ・

は最㏆「ࣅジネスࣔデル・ジ࢙ネレーࣙࢩン」㸦ヂ

書 ⩧Ὃ社 2012 年 2 ᭶刊）という本の発行など

を機にまたࣈー࣒的に活している。 
・ᡃ々は、JATES で㛤発し活用して来たࣅジネ

スࣔデルࣇレー࣒ワークを業活動のኚ化を可

ど化する手ẁとして用い、ᅜ内外の業が 20 ୡ

⣖から 21 ୡ⣖に⮳る社会・ᢏ⾡の࣓࢞トレンド

の中で、そのࣅジネスのやり方をどうኚえて来て

いるかをẚ㍑᳨ウした。 
ձスローテックの⏘業分㔝は、ᢏ⾡やࣅジネスに

ついての⤒験・ノウࣁウの✚を㛗ᮇにரって活

かす事ができ、その分新⯆ᅜ業に対してỌく➇

தඃを保つことが可能。 
ղここでྲྀり上ࡆたᾏ外業は日本に十年௨上

ඛࢇじて事業㺃⏘業構造の㌿をᅗっており、特

に新ᢏ⾡㺃新ᕷ場を㛤ᣅして来たケースが多い。

日本業はᴫしてࢲイ࣑ࢼックなኚ化にஈしく、

᪤Ꮡᕷ場㺃᪤Ꮡᢏ⾡にᅛᇳして来たように見える。

新つ事業㺃新つᕷ場㛤ᣅのは少ない。 
ճ大きな⤒Ⴀኚ㠉を㐙ࡆてきた業㸦特にᾏ外

業）には、ኚ㠉をリードしたᙉຊなリーࢲーがᏑ

ᅾする。大業とゝえども CEO 一ேのຊ㔞が

業の行く手をỴめる。 
մ࣓࢞トレンドに対ᛂした業の͆┈の源Ἠ͇

のኚ化は、㢳ᐈࢯリࣗーࣙࢩン┈、低コストࣅ

ジネスデザイン┈、ࣈランド┈、新〇ရ┈、

デジタル┈、などの┈ࣔデルに象ᚩされる。 
 
௨上、「ࣅジネスࣔデルࣇレー࣒ワーク」を用

いることによって、多ᙬな業活動とそのኚ化を

容᫆ୟつయ系的にᩚ理・ẚ㍑することが可能であ

ることが分かった。それによって༢純にはおもて

に現れて来ない事象を可ど化して認識すること

ができ、新しい知見を᥀り㉳こすことができる。 
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